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要
旨

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
か
ら
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
の
間
、
神
戸
市
西
部
の
景
勝
地
・
舞
子
の
地
に
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
・
威
仁
親
王

の
別
邸
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
威
仁
親
王
が
同
地
で
刀
工
を
抱
え
、
別
邸
敷
地
内
に
鍛
錬
場
を
設
け
て
い
た
こ
と
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、

有
栖
川
宮
威
仁
親
王
に
抱
え
ら
れ
た
刀
工
・
桜
井
正
次
が
関
西
を
拠
点
と
し
て
い
た
約
十
年
間
の
動
向
に
着
目
し
、
同
地
に
建
て
ら
れ
た
鍛
錬
場
「
如
神

庵
」
で
の
事
蹟
と
、
そ
の
後
同
庵
が
移
転
し
た
京
都
・
八
幡
市
の
圓
福
寺
で
の
事
蹟
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
ま
た
、
正
次
の
子
・
正
幸
が
京
都
・
立
命
館

大
学
の
日
本
刀
鍛
錬
所
に
奉
職
し
て
い
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
明
治
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
刀
剣
製
作
者
の
置
か
れ
た
状
況
を
展
望
す
る
。

は
じ
め
に

平
成
二
十
六
年
、
現
代
刀
の
特
別
展
を
開
催
す
る
に
先
立
ち
、
刀
剣
に
関
す
る
簡
単

な
講
座
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
代
生
活
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
関
西
に
は
刀
剣
製
作
ゆ
か
り
の
地
が
い
く
つ
も
あ
る
。
そ
う
い

う
土
地
を
網
羅
的
に
紹
介
す
る
講
座
に
し
よ
う
、
と
思
い
、
な
る
べ
く
意
外
性
の
あ
る

場
所
を
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
中
で
も
、
刀
剣
フ
ァ
ン
で
す
ら
あ
ま
り
知
ら

な
い
で
あ
ろ
う
意
外
性
の
高
い
場
所
と
し
て
、
昭
和
戦
前
期
に
京
都
衣
笠
の
地
に
あ
っ

た
立
命
館
大
学
の
日
本
刀
鍛
錬
所
と
、
神
戸
舞
子
の
地
に
あ
っ
た
有
栖
川
宮
別
邸
内
の

鍛
錬
所
に
つ
い
て
、
大
き
く
時
間
を
割
い
て
取
り
上
げ
よ
う
と
思
い
、
調
べ
は
じ
め
た
。

こ
の
二
箇
所
は
あ
ま
り
深
く
考
え
ず
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
の
だ
が
、
偶
然
な
の
か
必

然
な
の
か
―
お
そ
ら
く
必
然
で
は
な
い
か
と
思
う
が
―
立
命
館
大
学
の
鍛
錬
所
を
率
い

た
桜
井
正
幸
の
父
は
、
ほ
か
で
も
な
い
、
舞
子
の
有
栖
川
宮
別
邸
内
鍛
錬
所
に
仕
え
た

桜
井
正
次
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
調
査
の
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
ご
縁
に
導
か
れ
る
う
ち
、
講
座
の
準
備
を
越

え
て
こ
の
テ
ー
マ
に
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
桜
井
父
子
は
、
当

時
の
評
価
と
は
正
反
対
な
こ
と
に
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
正

幸
に
至
っ
て
は
没
年
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
正
次
を
知
る
ほ
ど
に
、
そ
の
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製
作
に
対
す
る
誠
実
な
姿
勢
と
、
そ
の
支
援
に
心
を
寄
せ
る
有
栖
川
宮
家
の
威
仁
親
王

の
行
動
に
は
、
深
い
感
銘
と
共
感
を
覚
え
る
。
本
稿
で
は
そ
う
し
た
彼
ら
の
歩
み
を
、

関
西
で
の
動
向
を
中
心
に
振
り
返
る
。

有
栖
川
宮
家
の
舞
子
別
邸

有
栖
川
宮
舞
子
別
邸
の
跡
地
に
は
現
在
、「
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
舞
子
ビ
ラ
神
戸
」が

建
つ
。
こ
の
ホ
テ
ル
は
Ｊ
Ｒ
舞
子
駅
か
ら
徒
歩
数
分
の
高
台
に
あ
り
、
瀬
戸
内
海
が
一

望
で
き
て
美
し
い
。
敷
地
内
に
は
、
こ
こ
が
有
栖
川
宮
別
邸
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
石

碑
等
は
な
く
、
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
に
見
え
る
姫
小
松
の
み
が
、
当
時
か
ら
の
景
色
を
わ

ず
か
に
留
め
て
い
る
（
写
真
1
）。

こ
の
地
は
も
と
も
と
東
京
電
燈
初
代
社
長
の
矢
嶋
作
郎
の
邸
宅
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
八
月
、
有
栖
川
熾
仁
親
王
が
、
接
待
役
で
あ
っ
た
神
戸

の
実
業
家
・
武
岡
豊
太
の
案
内
で
こ
の
地
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
そ
の
眺
望
に
大
変
心
を

惹
か
れ
、
交
渉
を
重
ね
て
購
入
に
至
っ
た
。
建
築
へ
の
造
詣
も
深
か
っ
た
親
王
は
明
治

二
十
六
年
に
は
改
築
に
も
着
手
し
、
明
治
二
十
八
年
の
薨
去
ま
で
の
間
、
盆
正
月
の
時

期
に
避
暑
避
寒
に
た
び
た
び
訪
れ
る
ほ
ど
こ
の
地
を
好
ん
だ（
1
）。

第
九
代
熾
仁
親
王
の
没
後
第
十
代
と
な
っ
た
威
仁
親
王
も
ま
た
こ
の
地
を
愛
し
、
折

に
触
れ
静
養
に
訪
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
有
栖
川
宮
の
熾
仁
親
王
・
威
仁
親
王
双
方
か
ら

愛
さ
れ
た
舞
子
別
邸
は
皮
肉
に
も
、
両
親
王
の
薨
去
の
地
と
も
な
っ
た
。
そ
し
て
大
正

二
年
（
一
九
一
三
）
の
威
仁
親
王
の
薨
去
後
の
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
七
月
、
住
友

吉
左
右
衛
門
に
譲
渡
さ
れ
、
宮
家
の
手
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る（
2
）。

明
治
二
十
一
年
に
購
入
し
て
か
ら
三
十
年
足
ら
ず
で
は
あ
っ
た
が
、
風
光
明
媚
な
こ

の
地
を
二
人
の
親
王
は
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
地
に
威
仁
親
王
が
ひ

と
り
の
刀
工
を
招
い
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

如
神
殿
と
桜
井
正
次

刀
工
・
桜
井
正
次
（
一
八
六
八
～
一
九
五
〇
）
は
田
中
正
竜
斎
正
久
の
子
で
、
江
戸

の
生
ま
れ
で
あ
る
。
長
じ
て
桜
井
家
を
嗣
ぎ
、
桜
井
姓
に
な
っ
た
。
鍛
刀
は
固
山
一
門

の
寛
次
に
学
ん
だ
と
伝
え
る
。
明
治
二
十
八
年（
一
八
九
五
）、
岡
倉
天
心
が
東
京
美
術

学
校
に
鍛
金
科
を
設
置
す
る
に
際
し
て
、
当
初
講
師
候
補
と
し
て
い
た
、
大
阪
の
板
尾

写真1）シーサイドホテル舞子ビラ神戸 ガーデンテラス風景
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新
次
郎
に
断
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
正
次
は
平
田
宗
幸
と
と
も
に
属
託
の
講
師
と
し
て

迎
え
ら
れ
た（
3
）。
た
だ
、
明
治
二
十
五
年
紀
で
「
於
東
京
美
術
学
校
」
銘
の
あ
る
正
次

の
直
刀
が
現
存
（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
そ
れ
以
前
に

天
心
は
正
次
の
存
在
に
注
目
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
廃
刀
令
後
に

経
済
的
基
盤
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
刀
工
に
と
っ
て
東
京
美
術
学
校
と
い
う
職
場
は
ま
た

と
な
い
活
躍
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
わ
ず
か
数
年
後
、
排
斥
運
動
に

巻
き
込
ま
れ
た
天
心
と
と
も
に
正
次
は
辞
職
し
、
学
校
教
育
の
場
で
日
本
刀
の
鍛
錬
実

技
を
指
導
す
る
と
い
う
気
運
も
、
こ
れ
と
と
も
に
潰
え
て
し
ま
う
。

美
術
学
校
退
職
後
、
舞
子
へ
行
く
ま
で
の
正
次
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
今
後
詳
細
な

調
査
を
要
す
る
が
、
鎌
倉
の
瑞
泉
寺
の
鍛
錬
所
に
て
鍛
刀
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る（
4
）。
正
次
は
銘
に
「
卍
」
を
切
る
た
め
「
卍
正
次
」（
マ
ン
ジ
マ
サ
ツ
グ
）

と
呼
ば
れ
、
仏
教
の
信
心
が
強
い
人
物
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
卍
銘
を
切
る
よ
う

に
な
っ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
先
述
の
明
治
二
十
五
年
の
直
刀
製
作
の
時
点
に
お

い
て
す
で
に
卍
銘
を
切
っ
て
お
り
、
か
な
り
初
期
か
ら
こ
の
銘
を
用
い
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

美
術
学
校
の
職
を
辞
し
、
経
済
的
に
は
決
し
て
十
分
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
正
次

に
次
の
転
機
が
訪
れ
た
の
は
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
十
月
の
こ
と
で
あ
る
。
舞

子
で
療
養
中
の
威
仁
親
王
が
正
次
を
招
い
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
親
王
は
、
正
次
の
希

望
通
り
の
間
取
り
の
鍛
錬
所
も
新
築
し
、
与
え
た
。
明
治
四
十
二
年
十
二
月
十
四
日
に

道
場
開
き
、
十
六
日
に
打
ち
初
め
式
が
挙
行
さ
れ
て
い
る（
5
）。
翌
明
治
四
十
三
年
（
一

九
一
〇
）
七
月
、
親
王
は
こ
の
道
場
に
如
神
殿
と
い
う
号
を
与
え
、
自
筆
の
扁
額
（
写

真
2
）
を
掲
げ
た
。
さ
ら
に
親
王
は
別
邸
内
に
正
次
を
住
ま
わ
せ
た
。
二
十
坪
ほ
ど
の

そ
の
住
ま
い
は
、
の
ち
に
親
王
か
ら
「
臥
龍
庵
」
と
名
付
け
ら
れ
た（
6
）。
こ
れ
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
。

如
神
殿
の
扁
額
は
縦
五
三㎝
×
横
一
三
五㎝
で
あ
り
、
以
下
の
文
字
が
刻
さ
れ
て
い

る
。
な
お
「
欽
堂
」
は
威
仁
親
王
の
号
で
あ
る
。

如神殿

明
治
四
十
三
年
夏
日

為
舞
子
別
邸
内

鍛
工
場
扁
額
書
以

欲
為
記
念欽

堂
［
威
仁
親
王
］［
欽
堂
翰
璽
］

舞
子
の
如
神
殿
で
製
作
さ
れ
た
刀
の
う
ち
明
治
四
十
五
年
五
月
に
は
三
口
が
天
皇
に

献
上
さ
れ
た
。
ま
た
と
き
に
は
親
王
自
ら
が
鉄
槌
を
手
に
し
、
鍛
錬
を
行
い
、
渾
身
の

作
に
は
稠
宮
の
稠
の
字
を
取
り
、「
稠
助
」
と
銘
刻
す
る
こ
と
も
あ
っ
た（
7
）。

書
画
に
も
長
じ
て
い
た
威
仁
親
王
で
あ
る
が
、
晩
年
は
特
に
鍛
刀
に
心
を
砕
い
て
い

た
と
も
い
う
。
そ
の
親
王
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
正
次
は
後
年
、
こ
う
語
っ
て
い
る
。

刀
剣
は
、
武
士
の
魂
で
あ
る
か
ら
、
鍛
刀
の
技
術
を
百
代
の
末
ま
で
も
伝
え
ね
ば
な

ら
ぬ
と
い
う
親
王
の
御
考
で
、
私
の
如
き
未
熟
な
者
を
御
近
づ
け
に
成
っ
た
の
で
御
座

り
ま
す
。
さ
れ
ば
、
刀
を
打
つ
処
を
御
覧
に
成
る
ば
か
り
で
な
く
、
時
を
り
、
御
自
身

で
、
槌
を
御
執
り
に
成
っ
て
鍛
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
私
が
東
京
な
ど
へ
旅

行
す
る
時
な
ど
、
余
暇
が
有
っ
た
な
ら
、
方
々
へ
参
っ
て
、
所
蔵
の
刀
剣
を
見
せ
て
貰



ある刀工の足跡を追って ―有栖川宮に仕えた刀工・桜井正次と関西―

（76）

い
、参
考
の
為
に
い
ち
い
ち
書
き
留
め
て
置
き
、又
帰
っ
た
上
で
話
し
て
聞
か
せ
よ
と
、

毎
々
御
沙
汰
が
あ
り
ま
し
た
。（『
威
仁
親
王
行
実
』
に
よ
る
。
旧
字
・
仮
名
遣
い
の
み

改
め
た
）

威
仁
親
王
は
日
本
刀
の
歴
史
や
刀
工
の
立
場
を
深
く
思
い
、
そ
の
神
髄
を
理
解
し
、

活
動
に
心
を
寄
せ
て
い
た
。
正
次
に
と
っ
て
は
代
え
難
い
理
解
者
で
あ
り
支
援
者
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
親
王
を
大
正
二
年
に
喪
っ
た
正
次
の
悲
嘆
は
察
す
る
に
余
り

あ
る
。
癒
え
る
こ
と
の
な
い
追
慕
の
思
い
か
ら
、
正
次
は
追
悼
の
た
め
の
庵
の
建
立
を

企
図
し
た
よ
う
だ
。
し
か
し
正
次
に
思
い
を
実
現
す
る
た
め
の
資
金
力
は
無
く
、
思
い

だ
け
抱
え
て
数
年
が
過
ぎ
る
。
そ
ん
な
正
次
の
思
い
を
汲
み
、
叶
え
た
の
は
、
親
王
と

も
正
次
と
も
ゆ
か
り
の
あ
っ
た
見
性
宗
般
で
あ
る
。
宗
般
は
大
徳
寺
の
管
長
で
あ
り
、

京
都
八
幡
の
圓
福
寺
の
住
職
で
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
宗
般
の
指
南
の
も
と
、
大
阪
や
尼

崎
で
海
運
業
に
よ
り
巨
万
の
富
を
築
い
て
い
た
尼
崎
伊
三
郎
ら
に
よ
る
浄
財
を
得
、
大

正
六
年
一
月
に
威
仁
親
王
を
偲
ぶ
施
設
が
圓
福
寺
内
に
起
工
さ
れ（
8
）、（
写
真
3
）
大

正
七
年
十
二
月
に
完
成
し
た（
9
）。
こ
の
建
物
は
今
も
同
寺
内
に
現
存
す
る
（
非
公
開
）。

正
次
は
こ
の
建
物
に
対
し
、
か
つ
て
威
仁
親
王
が
正
次
の
住
居
に
名
付
け
掲
げ
て
く
れ

写真2）如神殿看板 圓福寺所蔵

写真3）臥龍庵外観



大阪歴史博物館 研究紀要 第13号（2015）

（77）

写真4）臥龍庵看板 圓福寺所蔵

写真5）雲龍図壁画 田中良雄画
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写真６）如神殿内風景写真 圓福寺所蔵
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た
「
臥
龍
庵
」
の
扁
額
を
掲
げ
（
写
真
4
）、
そ
の
遺
徳
を
偲
ん
だ
。
楼
閣
の
最
上
階
に

は
山
崎
朝
雲
作
の
親
王
・
親
王
妃
像
と
、
田
中
良
雄
（
正
次
の
弟
）
作
の
宗
般
寿
像
、

壁
に
は
田
中
百
嶺
（
正
次
末
弟
）
筆
の
龍
の
絵
を
め
ぐ
ら
せ
た（
10
）。
敬
愛
す
る
親
王
と

親
王
妃
は
当
代
随
一
の
彫
刻
家
に
依
頼
し
、
そ
れ
以
外
は
費
用
面
で
無
理
の
利
く
親
族

に
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
正
次
の
心
尽
く
し
の
荘
厳
だ
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

（
写
真
5
）

な
お
、
同
寺
に
は
そ
の
後
昭
和
三
年
に
、
有
栖
川
宮
の
東
京
・
三
年
町
本
邸
御
座
所

「
伏
虎
窟
」
も
移
築
さ
れ
て
い
る
。

追
悼
施
設
と
し
て
の
臥
龍
庵
の
建
設
が
軌
道
に
乗
る
と
同
時
に
、
宗
般
は
正
次
の
た

め
に
、
舞
子
の
鍛
錬
所
で
あ
る
如
神
殿
も
下
付
し
て
も
ら
う
よ
う
骨
を
折
っ
た
。
そ
し

て
宗
般
の
取
次
の
甲
斐
あ
り
、
大
正
六
年
四
月
、
正
次
に
と
っ
て
思
い
出
深
い
鍛
錬
所

の
移
転
は
実
現
し
、
し
か
も
舞
子
か
ら
京
都
・
圓
福
寺
へ
の
移
築
の
た
め
の
費
用
を
添

え
て
引
き
渡
さ
れ
た
。
な
お
、
舞
子
の
別
邸
が
住
友
家
に
譲
渡
さ
れ
た
の
は
そ
の
三
ヶ

月
後
の
七
月
の
こ
と
で
あ
り
、
譲
渡
ま
で
に
間
に
合
う
よ
う
に
、
移
築
作
業
は
遂
行
さ

れ
た
。

鍛
錬
所
は
現
存
し
な
い
が
、
圓
福
寺
の
境
内
中
、
木
々
に
囲
ま
れ
た
小
高
い
場
所
に

あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
現
在
も
現
地
は
静
か
な
環
境
の
中
に
あ
っ
て
さ
ら

に
ひ
と
き
わ
静
寂
な
空
間
で
あ
り
、
当
時
に
お
い
て
も
製
作
に
専
念
で
き
る
清
浄
な
空

間
で
あ
っ
た
こ
と
が
忍
ば
れ
る
。
幸
い
古
写
真
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
建
物
の
内

部
・
外
観
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
写
真
６
，
7
）。

建
築
的
に
は
、
屋
根
が
宝
珠
を
伴
う
宝
形
造
の
典
型
で
あ
る
点
が
、
鍛
錬
所
と
し
て

は
珍
し
い（
11
）。
こ
れ
が
舞
子
時
代
か
ら
な
の
か
、
圓
福
寺
移
築
時
に
改
築
が
あ
っ
た
の

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
諸
書
を
見
る
限
り
圓
福
寺
移
築
に
際
し
て
の
改
築
の
記
載
は
な

写真7）如神殿写真 圓福寺所蔵
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く
、
ま
た
、
移
築
の
目
的
か
ら
考
え
て
も
改
築
の
必
要
性
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
正

次
自
身
が
卍
を
名
乗
る
ほ
ど
仏
教
の
信
心
が
篤
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
初
か
ら

で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
か
も
し
れ
な
い
。
現
代
刀
工
の
一
般
的
な
鍛
錬
所
も
炉

の
上
は
天
井
高
を
高
く
し
て
い
る
が
、
こ
の
建
物
も
開
口
部
入
っ
て
正
面
、
天
井
高
の

高
い
と
こ
ろ
に
炉
を
配
置
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

鍛
錬
所
設
置
の
背
景

威
仁
親
王
は
正
次
以
外
の
刀
工
に
も
心
を
砕
い
て
い
た
と
も
伝
え
る
が
、
住
ま
い
を

与
え
、『
威
仁
親
王
行
実
』に
名
前
が
出
て
く
る
刀
工
は
正
次
だ
け
で
あ
る
。
威
仁
親
王

は
数
あ
る
刀
工
の
中
で
な
ぜ
桜
井
正
次
を
抜
擢
し
た
の
か
。
そ
の
理
由
を
伺
え
る
資
料

が
あ
る
。

（
前
略
）
直
胤
の
門
に
堀
井
胤
吉
あ
り
、
他
に
月
山
貞
一
・
宮
本
包
則
・
桜
井
正
次
刀

銘
は
卍
正
次
等
、
そ
の
翹
楚
と
称
せ
ら
る
、
貞
一
・
包
則
は
、
夙
に
帝
室
技
芸
員
た
り

し
が
、
独
り
正
次
は
、
此
輩
と
実
力
相
敵
す
る
に
拘
ら
ず
、
声
誉
、
一
籌
を
輸
し
、
遂

に
不
遇
の
嘆
あ
る
を
免
れ
ず
。
わ
が
鍛
刀
史
の
最
終
の
頁
を
飾
る
べ
き
（
以
下
略
）

（
※
『
威
仁
親
王
行
実
』
よ
り
。

仮
名
遣
い
は
改
め
た
）

堀
井
胤
吉
（
一
八
二
一
～
一
九
〇
三
）
は
大
坂
の
刀
工
・
月
山
貞
吉
（
一
七
九
九
～

一
八
七
〇
）
と
江
戸
の
刀
工
・
大
慶
直
胤
（
一
七
七
九
～
一
八
五
七
）
に
師
事
し
た
滋

賀
石
山
の
刀
工
。
こ
の
月
山
貞
吉
の
後
継
者
で
あ
る
月
山
貞
一
（
一
八
三
六
～
一
九
一

八
）
と
、
備
前
長
船
系
統
の
宮
本
包
則
（
一
八
三
〇
～
一
九
二
六
）
の
二
人
は
、
明
治

三
十
九
年
に
刀
工
と
し
て
初
の
帝
室
技
芸
員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
明
治
維
新
に
よ
る

社
会
構
造
の
変
化
に
加
え
、
明
治
九
年
の
廃
刀
令
が
打
撃
と
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で
数
多

く
の
需
要
に
支
え
ら
れ
て
い
た
刀
工
た
ち
が
廃
業
や
転
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

中
、
月
山
貞
一
・
宮
本
包
則
両
氏
に
つ
い
て
は
、
帝
室
技
芸
員
の
拝
命
に
よ
り
鍛
刀
活

動
の
環
境
が
保
た
れ
て
い
る
と
親
王
は
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
堀
井
胤
吉
は
宮
内

省
式
部
次
長
三
宮
義
胤
に
重
用
さ
れ
、
明
治
二
十
八
年
に
は
三
宮
家
邸
内
に
新
築
の
鍛

錬
所
も
建
て
て
も
ら
う
な
ど
、
宮
内
省
御
用
刀
匠
と
し
て
鍛
刀
に
専
念
で
き
る
環
境
で

あ
っ
た
た
め（
12
）、
名
人
レ
ベ
ル
の
刀
工
の
中
で
、
ひ
と
り
桜
井
正
次
だ
け
が
不
遇
で
あ

る
、
と
考
え
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。
威
仁
親
王
が
如
何
に
当
時
の
刀
工
の
置
か
れ
た
環
境

に
精
通
し
、
心
を
寄
せ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
伺
い
知
れ
る
。
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で

の
支
援
を
親
王
は
正
次
に
与
え
た
の
か
。
も
ち
ろ
ん
純
粋
に
正
次
を
思
う
気
持
ち
が
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
こ
れ
に
は
廃
刀
令
後
明
治
末
年
ま
で
の
刀
剣
界
を
め
ぐ

る
動
向
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

明
治
年
間
の
刀
剣
界

明
治
九
年
の
廃
刀
令
後
、
同
二
十
七
年
の
日
清
戦
争
（
明
治
二
十
七
年
）
ま
で
の
間
、

刀
剣
製
作
者
は
激
減
し
、
業
界
は
衰
退
を
極
め
る
。
そ
の
間
に
お
い
て
は
、
明
治
十
九

年
の
伊
勢
神
宮
御
料
製
作
や
そ
の
後
の
正
倉
院
宝
剣
の
模
造
等
、
時
々
に
お
い
て
わ
ず

か
な
が
ら
公
的
な
用
命
が
あ
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
苦
難
の
時
代
で
あ
っ
た（
13
）。
そ
ん
な

中
、
刀
剣
保
存
の
た
め
の
会
が
多
数
興
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
刀
剣
会
（
の
ち
の
中

央
刀
剣
会
）
が
発
足
し
た
の
は
明
治
三
十
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。

先
述
の
刀
工
・
堀
井
家
は
現
在
も
刀
剣
制
作
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
一
族
の
著
作

「
え
に
し
」
に
は
、
刀
剣
会
発
足
と
同
じ
明
治
三
十
三
年
八
月
に
堀
井
胤
吉
が
記
し
た

「
日
本
刀
鍛
錬
法
存
置
之
意
見
書
」が
所
載
さ
れ
て
い
る
。
同
意
見
書
は
、
古
来
か
ら
の
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名
工
の
隆
盛
を
語
り
、
そ
ん
な
刀
工
が
明
治
三
十
三
年
時
点
に
お
い
て
は
、
十
人
程
度

し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
鍛
刀
の
方
法
が
絶
え
て
し
ま
う
た
め
、
国
と
し

て
こ
の
継
続
を
支
援
し
て
欲
し
い
、
と
訴
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
三
年
後

に
死
去
し
た
胤
吉
に
代
わ
り
こ
の
意
思
を
継
い
だ
正
次
は
明
治
三
十
六
年
、
同
じ
標
題

の
意
見
書
を
書
き
残
す
が
、
そ
れ
は
胤
吉
の
意
見
書
よ
り
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
内
容
と

な
る
。

冒
頭
に
古
来
の
輝
か
し
い
名
刀
史
を
語
る
書
き
出
し
は
胤
吉
の
意
見
書
と
同
じ
だ

が
、
正
次
は
そ
の
後
こ
う
訴
え
る
。
現
在
欧
米
人
が
日
本
刀
を
高
く
評
価
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
技
術
が
衰
退
の
途
を
た
ど
り
、
一
方
で
名
刀
が
海
外
に
流
出
し
て
い
る

こ
と
は
嘆
か
わ
し
い
。
こ
の
国
の
刀
剣
は
、
古
来
「
護
国
安
民
の
要
具
」
で
あ
り
、
我

が
国
固
有
の
鍛
錬
技
術
を
絶
や
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
。
胤
吉
の
意
見
書
よ
り
も
よ
り

具
体
的
に
当
時
の
実
情
と
危
機
感
を
明
示
し
た
内
容
で
あ
る
。
な
お
こ
の
意
見
書
は
、

正
次
と
、
堀
井
胤
吉
の
後
継
者
「
堀
井
胤
明
」
と
の
連
名
で
記
さ
れ
て
い
る（
14
）。

こ
れ
ら
の
資
料
が
い
ず
れ
も
、
廃
刀
令
か
ら
ち
ょ
う
ど
ひ
と
世
代
が
経
っ
た
明
治
三

十
年
代
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
刀
剣
が
身
近
で
あ
っ
た
最

後
の
世
代
が
晩
年
へ
と
さ
し
か
か
り
、
刀
剣
界
に
明
る
い
識
者
の
間
で
は
刀
剣
技
術
の

断
絶
が
問
題
視
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
の
だ
。
明
治
三
十
三
年
に
お
け
る
刀
剣
会
設
立

や
、
明
治
三
十
九
年
の
刀
工
初
の
帝
室
技
芸
員
任
命
が
、
刀
剣
技
術
断
絶
の
窮
地
を
救

っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
最
後
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
そ
れ
ぞ

れ
の
出
来
る
範
囲
、
出
来
る
形
で
刀
剣
製
作
技
術
を
護
ろ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
ろ
う
じ
て
刀
剣
製
作
の
技
術
が
継
承
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
に
事
態
を

察
し
手
を
さ
し
の
べ
た
ひ
と
り
が
有
栖
川
宮
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
こ
の

時
、
誰
か
ひ
と
り
で
も
行
動
に
移
す
の
が
遅
け
れ
ば
、
現
在
の
現
代
刀
製
作
の
隆
盛
は

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

正
次
が
圓
福
寺
に
移
築
し
た
鍛
錬
所
「
如
神
殿
」
で
い
つ
ま
で
鍛
刀
活
動
を
し
て
い

た
の
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
同
寺
に
於
い
て
大
正
九
年（
一
九
二
〇
）、
大
阪

日
日
新
聞
の
主
催
に
よ
り
正
次
の
焼
刃
会
が
行
わ
れ
て
い
る（
15
）。
こ
れ
が
、
京
都
・
圓

福
寺
時
代
の
正
次
に
つ
い
て
現
在
確
認
で
き
る
最
後
の
事
蹟
で
あ
る
。

む
す
び

―
桜
井
一
門
と
関
西
―

以
上
、
正
次
が
関
西
に
い
た
、
神
戸
・
舞
子
時
代
か
ら
京
都
・
圓
福
寺
時
代
ま
で
の

十
年
ば
か
り
の
軌
跡
を
追
っ
た
。
こ
の
前
後
を
含
め
、
正
次
は
、
鎌
倉
、
沼
津
、
福
岡
、

東
京
等
居
所
を
代
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る（
16
）。
そ
の
詳
細
な
年
次
と
事
蹟
を
明
ら
か
に

す
る
の
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
最
後
に
、
正
次
の
後
継
者
・
桜
井
正
幸
ら
の
関
西

で
の
動
向
を
紹
介
し
、
本
稿
の
む
す
び
に
代
え
た
い
。

桜
井
正
幸
は
、
昭
和
戦
前
期
が
主
た
る
活
躍
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
動
向

に
つ
い
て
は
正
次
以
上
に
不
明
な
点
が
多
い
。
明
ら
か
で
あ
る
の
は
、
昭
和
十
四
年
に

設
置
さ
れ
た
立
命
館
日
本
刀
鍛
錬
所
に
所
長
と
し
て
就
任
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。大

学
に
設
置
さ
れ
た
本
格
的
な
日
本
刀
鍛
錬
所
で
あ
っ
た
こ
の
組
織
の
成
り
立
ち
に

つ
い
て
は
『
立
命
館
百
年
史
紀
要
』
第
五
号
に
あ
る
西
岡
成
幸
「
立
命
館
日
本
刀
鍛
錬

所
の
記
録
」
に
詳
し
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
鍛
錬
所
の
設
置
を
推
進
し
て
い
た
中
川

小
十
郎
は
、
昭
和
十
三
年
の
時
点
で
立
命
館
大
学
内
に
鍛
錬
所
を
設
置
す
る
構
想
を
持

ち
、
そ
の
中
心
人
物
に
「
有
栖
川
宮
家
お
抱
え
鍛
冶
で
あ
っ
た
卍
正
次
の
後
裔
」
た
る

桜
井
正
幸
を
据
え
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
よ
う
だ
。
背
景
は
多
々
あ
ろ
う
が
、

そ
の
主
眼
は
古
式
鍛
錬
法
の
継
承
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
中
川
と
桜
井
父
子
と
の
間

に
親
交
が
あ
っ
た
の
か
否
か
は
不
明
で
だ
が
、
明
治
末
年
か
ら
意
識
さ
れ
は
じ
め
た
、
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「
古
式
鍛
錬
法
を
絶
や
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
識
者
の
潮
流
を
汲
ん
だ
動
き
で
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
同
論
考
に
よ
る
と
、
日
本
刀
鍛
錬
所
は
、
設
置
か
ら
三

年
後
の
昭
和
十
七
年
六
月
、
放
火
に
よ
る
火
災
に
見
舞
わ
れ
る
が
、
大
学
は
火
災
の
直

後
か
ら
再
建
に
向
け
始
動
し
、
終
戦
頃
ま
で
は
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、

戦
時
下
の
混
乱
も
あ
り
、
正
幸
の
退
職
時
期
を
含
め
、
最
後
の
状
況
は
詳
ら
か
で
は
な

い
。東

京
美
術
学
校
で
の
日
本
刀
鍛
錬
教
育
と
い
う
ま
た
と
な
い
機
会
を
心
な
ら
ず
も
失

う
こ
と
と
な
っ
た
正
次
に
と
っ
て
、
正
幸
に
よ
る
立
命
館
大
学
で
の
実
技
指
導
は
、
当

時
の
思
い
を
遂
げ
る
機
会
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
西
岡
氏
が

言
及
す
る
よ
う
に
、
戦
禍
の
拡
大
と
と
も
に
、
同
大
鍛
錬
所
の
設
置
目
的
が
変
節
を
遂

げ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
放
火
の
一
件
も
含
め
、
当
時
の
現
場
で
し

か
分
か
ら
な
い
事
情
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

正
次
の
事
蹟
を
追
う
過
程
で
見
て
取
れ
た
よ
う
に
、
明
治
二
十
年
代
後
半
に
岡
倉
天

心
が
正
次
を
東
京
美
術
学
校
へ
招
き
、
明
治
三
十
三
年
に
は
の
ち
の
中
央
刀
剣
会
が
設

立
さ
れ
、
明
治
三
十
九
年
に
は
月
山
貞
一
、
宮
本
包
則
の
二
名
が
刀
工
初
の
帝
室
技
芸

員
と
な
り
、
大
正
初
期
に
か
け
て
舞
子
・
八
幡
の
如
神
庵
で
正
次
が
作
刀
し
た
。
そ
の

後
、
昭
和
に
な
る
と
、
東
京
方
面
で
は
栗
原
彦
三
郎
の
尽
力
に
よ
る
日
本
刀
鍛
錬
伝
習

所
の
開
所
や
大
日
本
刀
匠
協
会
の
発
足
と
い
っ
た
動
向
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
す

べ
て
、
断
続
的
に
か
つ
、
局
地
的
に
続
い
て
き
た
日
本
刀
鍛
錬
技
術
の
保
存
運
動
で
あ

る
と
い
え
る
。
こ
の
気
運
の
中
に
、
立
命
館
大
学
の
日
本
刀
鍛
錬
所
も
ま
た
位
置
づ
け

ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
の
だ
。

＊

＊

大
阪
・
堺
に
あ
る
水
野
家
は
、
正
次
の
系
譜
に
あ
っ
て
現
在
も
刃
物
鍛
冶
を
生
業
と

す
る
数
少
な
い
一
家
で
あ
る
。
同
家
の
話
に
よ
る
と
、
水
野
正
範
（
明
治
三
十
五
（
一

九
〇
二
）
生
ま
れ
）
は
立
命
館
日
本
刀
鍛
錬
所
で
正
幸
に
鍛
刀
を
習
い
、
圓
福
寺
に
は

如
神
殿
に
お
い
て
森
田
正
道
と
合
作
刀
を
制
作
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
漢
詩
が
残

る（
17
）。
そ
の
子
水
野
貞
昭
（
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
～
現
在
）
を
刀
剣
製
作
の
継
承

者
と
し
て
桜
井
家
の
養
子
に
す
る
話
も
一
時
あ
っ
た
と
い
う
ほ
ど
、
親
密
な
信
頼
関
係

に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
結
局
養
子
話
は
戦
争
時
の
混
乱
も
あ
っ
て
頓
挫
し
た
が
、
今

も
水
野
家
で
製
作
す
る
包
丁
に
は
、
祖
師
で
あ
る
正
次
へ
の
敬
愛
の
念
を
込
め
て
、

「
卍
」
の
紋
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

註（
1
）『
熾
仁
親
王
行
実
』『
熾
仁
親
王
日
記
』
参
照

（
2
）『
威
仁
親
王
行
実
』
参
照

（
3
）
横
溝
廣
子
「
近
代
日
本
に
お
け
る
金
工
家
教
育
に
関
す
る
一
考
察
―
帝
室
技
芸
員
と
東

京
美
術
学
校
を
中
心
に
―
」（『
茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
報 

第
十
三
号
』
一
九

九
一
年
）
参
照

（
4
）
堀
井
胤
次
『
え
に
し

刀
鍛
冶
百
五
十
年
の
歴
史
』（
一
九
九
六
年
、
私
家
版
）
参
照
。

同
書
は
細
か
な
年
代
に
検
討
の
余
地
を
残
す
が
、
大
局
的
な
経
過
を
知
り
う
る
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。

（
5
）『
威
仁
親
王
行
実
』
参
照

（
６
）
村
上
忠
男
「
有
栖
川
宮
舞
子
別
邸
と
賀
陽
宮
須
磨
別
邸
に
つ
い
て
」（『
歴
史
と
神
戸
』

（
二
〇
一
一
年
四
月
号
）
参
照

（
7
）『
威
仁
親
王
行
実
』
参
照

（
8
）『
威
仁
親
王
行
実
』
参
照
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（
9
）『
京
都
府
の
近
代
和
風
建
築

京
都
付
近
大
和
風
建
築
総
合
調
査
報
告
書
』（
京
都
府
教

育
委
員
会
発
行
、
二
〇
〇
九
年
）「
円
福
寺
」
の
項
参
照
。

（
10
）
以
上
『
威
仁
親
王
行
実
』
参
照

（
11
）
当
館
酒
井
学
芸
員
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
12
）
堀
井
胤
次
『
え
に
し

刀
鍛
冶
百
五
十
年
の
歴
史
』（
一
九
九
六
年
、
私
家
版
）
参
照

（
13
）
月
山
貞
一
『
日
本
刀
に
生
き
る
』（
一
九
七
三
年
、
刀
剣
春
秋
新
聞
社
刊
）
参
照

（
14
）
堀
井
胤
次
『
え
に
し

刀
鍛
冶
百
五
十
年
の
歴
史
』（
一
九
九
六
年
、
私
家
版
）
参
照

（
15
）
相
原
清
滋
「
桜
井
正
次
と
そ
の
一
族
に
つ
い
て
」『
刀
剣
美
術
一
一
七
』（
一
九
六
六
年
、

日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
）
参
照

（
1６
）
以
下
の
よ
う
に
、
日
本
各
地
で
活
動
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
記
さ
な
い
記

録
も
多
数
あ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
年
次
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
証
も
必
要
な
も
の

を
含
む
可
能
性
も
あ
る
が
、
典
拠
を
含
め
メ
モ
と
し
て
記
録
し
て
お
く
。

①
明
治
三
十
九
年
十
一
月
八
日
付
の
国
民
新
聞
の
記
事
は
「
鎌
倉
の
卍
正
次
」
と
題
さ

れ
て
お
り
、
堀
井
家
の
記
録
に
も
鎌
倉
瑞
泉
寺
に
桜
井
正
次
が
設
立
し
た
鍛
錬
所
で
鍛

錬
を
行
っ
た
記
録
が
あ
る
。（
堀
井
胤
次
『
え
に
し

刀
鍛
冶
百
五
十
年
の
歴
史
』
等
）

②
大
正
八
年
に
安
生
慶
三
郎
に
招
か
れ
静
岡
で
鍛
刀
。（
内
山
凡
「
日
本
現
代
刀
小
史

（
Ⅰ
）
―
現
代
刀
匠
の
系
譜
と
分
類
―
」『
刀
剣
美
術
』
一
四
六
号
、
一
九
六
九
年
）

な
お
こ
の
安
生
慶
三
郎
は
、
琺
瑯
事
業
で
成
功
を
納
め
た
実
業
家
で
、
大
正
四
年
に
沼

津
の
景
勝
地
鮎
壺
の
滝
周
辺
に
隠
棲
の
た
め
の
居
を
構
え
、
そ
の
地
に
刀
鍛
冶
を
住
ま

わ
せ
て
鍛
刀
を
さ
せ
て
い
た
。（『
静
岡
新
聞
夕
刊
』
二
〇
一
四
年
九
月
八
日
付
「
安
生

慶
三
郎
と
長
泉

逸
話
集
め
功
績
に
光
」）

③
「
昭
和
十
（
九
）
年
現
在
日
本
刀
刀
匠
調
査
」
に
よ
る
と
、
桜
井
正
次
・
正
幸
と
も

に
「
宗
像
郡
宗
像
神
社
」
が
住
所
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。（『
栗
原
彦
三
郎
昭
秀
全

記
録
』（
二
〇
〇
〇
年
、
栗
原
彦
三
郎
伝
記
刊
行
会
発
行
））

宗
像
で
の
活
動
は
「
九
州
の
炭
鉱
経
営
者
の
招
き
に
よ
る
」。（
内
山
凡
「
日
本
現
代
刀

小
史
（
Ⅰ
）
―
現
代
刀
匠
の
系
譜
と
分
類
―
」『
刀
剣
美
術
』
一
四
六
号
、
一
九
六
九

年
）

④
没
し
た
の
は
静
岡
県
沼
津
の
「
金
剛
道
場
」。（
内
山
凡
「
日
本
現
代
刀
小
史
（
Ⅰ
）

―
現
代
刀
匠
の
系
譜
と
分
類
―
」『
刀
剣
美
術
』
一
四
六
号
、
一
九
六
九
年
、
ほ
か
参

照
）

（
17
）
昭
和
十
八
年
十
月
五
日
付
の
「
森
田
正
道
刀
匠

水
野
正
範
刀
匠
合
作
日
本
刀
入
魂
」

と
題
さ
れ
た
漢
詩
、

如
神
殿
裡

三
尺
龍
泉

冷
光
焰
々

摧
伏
魔
天

が
『
泥
龍
窟
語
録
』（
圓
福
寺
発
行
）
に
所
収
さ
れ
る
。

本
稿
の
執
筆
に
際
し
、
八
幡
市
・
圓
福
寺
様
、
堺
市
・
水
野
鍛
錬
所
様
ほ
か
、
関
係

各
位
に
ご
高
配
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



ある刀工の足跡を追って ―有栖川宮に仕えた刀工・桜井正次と関西―

（84）

Following in the footsteps of a swordsmith: Sakurai Masatsugu, a 
swordsmith who served the Arisugawa-no-miya Imperial Prince, and 

the Kansai region

Between 1888 from 1917, there was a villa of Prince Arisugawa Taruhito and Takehito Prince in the land of scenic 

spots, Maiko of western Kobe. However, Takehito Prince had a swordsmith is in where she, little is known that it has 

been provided the training facilities on site. In this paper, we and work in paying attention to the trend of about ten years 

Masatsugu Sakurai that was able to hold on Prince Arisugawa Takehito had been based in Kansai, discipline field that 

was built to where she "JOSHINNAN", then the hermitage is I will introduce work in EnpukuJi of Kyoto Yawata City 

was relocated. In addition, given also that the child Masayuki of Masatsugu had being in the service of the Kyoto Ritsu-

meikan University of Japanese sword training office, to prospect the situation placed the sword maker in Showa prewar 

period from the end of Meiji year




